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巻頭言

 　　　　　　　　会長　佐藤三四二
この通信が定時総会の前に届くことを信じて書きます。

来る６月１６日には公益法人の認定後初めての総会が開かれます。

過ぎてみれば１年など本当に短いものですね。全てが初めてで準備書類の作成に追われる毎日です。皆さんの承認をいただかないと認定委員会への申請ができなくなるわけですので、責任重大です。

 こう書いてきますとお気づきのかたもあるかと思いますが、この総会において向こう２年間の新役員の選出が行われることになっています。そこで、私佐藤は６年間務めて参りました会長職を辞することにしています。この間、力不足の自分を支えて協力してくださった会員を始め、多くの関係者の皆様に心から御礼申し上げます。

 ６０周年記念大会や公益法人認定意向という大きな仕事をさせていただきましたが、私の至らなさから役員はもとより多くの会員や関係者の皆さんに大変ご迷惑をおかけしたことと思っています。

 ただ、その一方で私個人としてはとても多くの体験と勉強をさせていただき、この歳になって随分成長させていただくことができたと感謝の気持ちで一杯です。
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残すところ僅かな人生とはなりましたが、この６年間に学ばせていただいたことを何らかの形で生かしていけるように努めたいと考えています。

県視協は、ライトホームや点字図書館そして視覚障害支援センターを当事者自らの手で運営しようというとても大きな目標に向かって立ち上がったばかりなのですから、新しく選出される役員を中心に一丸となって頑張っていただかなければなりません。もちろん私も一会員としてできることをやらなければならないと心を新たにしていくつもりです。どうか皆さん共に頑張って行きましょう。

県内グランドソフトボール事情

 　浜松支部　赤堀実　

多くの会員の方には、盲人野球と言ったほうがピンとくるのかもしれませんね。視覚障害者のスポーツの中では、歴史と伝統のある競技のひとつだと思います。

現在全国で９００人を超す人が、全日本グランドソフトボール連盟に登録し、活動しています。県内では、４６人が登録をしています。この[image: image5.png]iR
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数は全体の５％強になり、いかに県内の愛好者が多いかを示しています。特に最近は学生を含め、２０代から３０代前半の愛好者が増えてきていることは、嬉しい限りです。この点については、学校及び３チームの関係者の連携が、上手くとれてきた結果だと考えられます。

最初に県内の活動状況について、基本的には、東・中・西部の３チームが定期的に個々に練習しています。わかふじ大会後は、次年度の東海大会に向けて、わかふじ優勝チームを中心に、チームを編成し、活動しています。また、不定期ではありますが、３チーム合同での練習も行っています。その他に西部チームは、中日本グランドソフトボール連盟にも加盟し、連盟主催の大会にも参加しています。この大会を東海大会強化にも、充てています。

次に、県内のレベルについて、東海地区は愛知、三重の二強状態と結果的にはなっていますが、県代表チームは、東海地区以外のチームとは、ここ数年互角に勝負しており、今年の中日本大会では、東京、前年度国体優勝の山梨には勝利、滋賀とは引き分けるなど、

着実に力をつけてきています。このことから東海地区のレベルの高さ、勝ち抜く難しさを感じています。

最後に今後の課題として、東海大会に向けてのチーム編成の方法、わ[image: image6.png]


かふじ大会の位置付けなどありますが、この点につきましては当事者を中心に検討し、より良い方向性を見い出せればと考えています。加えて支援学校との連携を今以上にとり、新規加入者の増大を図る事、若い選手の技術の向上、活動しやすい環境作りと、幾つかの課題はありますが、私自身、微力ながらかかわっていけたらと思っています。　　　

ふるさと南相馬市を訪ねて

 　　　　　　　　　　　　　　富士支部　島崎令子

あの東北を襲った大震災から早くも２年が過ぎてしまいました。私が生まれて育った故郷がこんな災害を受けるとは夢にも思っていませんでした。特に福島県は原発の事故も重なっての大変な災害でした。ここにきて私の気持ちも少しは落ち着きましたので、私の周辺の狭い範囲のことしか書けませんが、少し書かせていただきます。

前々日から法要のため福島市に来ていましたので　５月２０日の朝９時半に奥飯坂のホテルにタクシーを予約しておきました。目的地の南相馬市まで、車で約１時間４０分ぐらいかかります。バスもあるにはあるのですがあまり回数がありません。そこで友人二人と私で個人タクシー[image: image7.png]h
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を１日貸切で出かけました。

福島市周辺は桃畑が沢山あります。その間を抜けて阿武隈山脈に入って行きました。山藤やつつじが色鮮やかに咲いていたそうです。牛も何頭か草をはんでいました。一見とても穏やかな風景です。でも所々に立っている家の門や玄関には、ロープを張ったり板を打ち付けたりで、出入りができなくなっていました。そんな家が沢山ありました。放射能を逃れて避難しているのです。そして何か作業をしている姿が見えましたが、運転手さんに放射能の除洗作業をしているのだと教えていただきました。そんな光景が南相馬市へ入るまでの間３か所ありました。この辺りでもう胸がキュンとしてきました。南相馬市に入ったとき意外と穏やかに暮らしていると表面は思われましたが、実際にはまだまだ手の付けられないところが沢山あることを知りました。

町へ入ってからは、約束をしていた甥が待っていてくれたので、とりあえず甥の家に向かいました。行ってみると、とても立派な家をお借りして住んでいたのでびっくり致しましたが、その実は見た目だけだということがわかりました。この大きくて立派な家も地震のために屋根瓦が全て落ちていたそうです。壁もひび割れがひどいとのことでした。たまたま空き家だったのだそうです。甥の家、すなわち私の生家ですが、南相[image: image8.png]


馬市の鹿島区にありました。海からは３キロぐらい離れていますが、津波で「全壊」と診断されました。建物は流されなかったのですが、津波をかぶり、家が後ろに傾いたそうです。運よく瓦が大分残っていたので、その瓦を、町中に借りた家に運んできて使ったと言っておりました。壁のあちらこちらにもひび割れがあり、今もほとんど手付かずになっているようです。順番が回ってこないので、直るのがいつになることやらと言っていましたが、梅雨前には壁だけでも何とかしなければと思ってはいるのですが、まだ瓦のない家もあり、自分の家のことだけを言えないと諦めているようです。

大工さんや左官さんが仕事をしているのはほとんど県外ナンバーの車の人だそうです。そして料金も高いとか・・・。直せるところは家族が協力しあって直しているとのことでした。

実家のお墓にも連れて行ってくれました。幸い、我が家のは一応直してきちんとしてありましたが、まだまだ倒れていたり割れて転がっている墓石も少なくありませんでした。そして次に、私の生家があった屋敷に連れて行ってくれました。約３００坪の土地に母屋・隠居所・納屋・馬小屋・井戸とお風呂が屋敷いっぱいに立っていたのが、みんな片付けられて何もありませんでした。草ぼうぼうの中をぐるりと歩いて回りま[image: image9.png]


した。タンポポ・あざみ・白詰草、その他諸々の草花が悲しいほど威勢よく鮮やかに咲いていました。井戸端にあたる所に水道の蛇口がひときわ高く残っていました。私としてはとても複雑な気持ちでした。

義姉はここで隠居屋に一人でいる時に津波に遭い、胸まで水につかり閉じ込められ苦しんでいるところを、慌てて帰ってきた息子と孫に、母屋の二階から助けられたのだそうです。農業をしていましたので本来なら見渡す限りの早苗田でとてもきれいな時期なのですが、塩水をかぶり農業ができる状態ではありません。この辺りまで船や人や家が流れてきていたのです。路の田んぼ側は草ぼうぼう、反対側の河原には海岸まで瓦礫の山が続いておりました。瓦礫も大分処分が進んでいると聞きましたが、まだまだこのように残っているところもありました。３キロほど走れば海なのですが、この海沿いには１３０軒の住宅があったそうですがほとんど流されてしまいました。本当に跡形もないのです。住宅の向こうには割合低い堤防があり、その向こうはとても広い砂浜でした。遠浅の穏やかな海でした。それが砂浜も堤防もなく公園のような松林もなくなっていました。でもここだけではありませんでした。川向うの見渡す限りの海辺に、あったはずの住宅が何にもなくなっていました。とても立って見ていることはできません。背中が冷水を浴びたようにぞくぞ[image: image10.png]


くとしてきました。何名の方が亡くなったのか聞けませんでした。皆言葉もなくただ立ち尽くしておりました。南相馬市だけで、いまだ約３０名の方が行方不明だそうです。また、この海岸は約８０センチぐらい地盤沈下しているのだそうです。南相馬市は、放射能の危険区域２０キロから３０キロ以内ですが、郊外の鹿島区は３０キロから４０キロは離れていますので、この地区には仮設住宅が沢山あります。福島県でも一番多いのではないかとのことでした。この仮設住宅に住んでいる方々が一日も早く我が家に戻れることを祈らずにはいられません。早く放射能の問題を解決して欲しいとしみじみ思いました。

福島県の復興が遅れているのも、この放射能の問題が解決しなければどうにもならないのだと思います。常磐線や国道６号線の復興の問題にもかかわっていると思います。常磐線が復興すれば私も一人で田舎に帰ることができるのですが・・・。
一日千秋の思いで待っています。

とても重くてつらい旅でしたが、義姉や甥、姪が明るく穏やかに暮らしていたのが、そして明るく私たちを迎えてくれたことが、とても救われた思いで帰りのタクシーに乗りました。
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検証！熱海駅のタクシー＆バス乗場

　　　　熱海支部　菊池一郎

「熱海駅のタクシー乗り場が駅前から遠く離れてしまい不便を感じている。」「この前、駅からバスに乗ろうとしたら、その乗り場がすっかり変わってしまっていて迷ってしまった。」などと言った声をここ最近よく耳にする。果たして現状はどのようになっているのだろうか？
５月のよく晴れた日曜日、熱海市視覚障害者協会は視覚障害者会員とガイドヘルパー数名で、その実地調査を行った。以下はその中で感じた個人的な想いである。

熱海駅の改札を出て左側に進むとなだらかに下るスロープがあり、そこを下りきった所に小型と中型のタクシー乗り場がある。また、タクシーの並んだ後ろ側には、身障者用のタクシーの降車場があり、そこから道なりに右前方に進むと駅の改札口へ戻ることができる。このたび新しく設けられた身障者用の降車場は、第一ビルの前にある一般者用のものよりは便利な所にあるように感じた。一方、バスターミナルへ行くためには、スロープを二階まで上らなければならず、実際にバスに乗るには、大型バスが行き来する車道を何本も渡らなければならない。これは全く視力のない者にとっては非常に勇気のいることであり、それに大変危険[image: image12.png]


を伴うことでもある。

ところで最近は駅構内やその周辺で、視覚障害者を誘導するための点字ブロックを必ずといってよいほど見かけるようになった。だが、しかし・・・である。現在の熱海駅周辺には、それが全く見当たらないのである。視覚障害者の場合、これがないと、いったい自分がどの方向に向かって歩いているのか皆目見当が付かない。

たとえば、電車を降りてからタクシー乗り場に行こうとしていたにも拘らず、地下道へ降りる階段を踏み外してしまったり、熱海駅行きのバスを降りて駅に向かおうとして、桃山方面に降りる階段に誤って足を滑らせてしまう恐れがある。タクシーを降りてからも、駅の改札へ向かう方向がわからずに、どうしてよいのか途方に暮れてしまう。これは、いつ大きな事故が起こってもおかしくない状況であり、早急に改善していただきたい所である。現に自分も中学生の頃にバス停に向かおうとしたところ、人混みに押されて、知らず知らずのうちに地下道に降りる階段の方に体が向いてしまい、そこから一気に転落し、おでこを何針か縫う大けがをしたという経験もある。その時自分は、「オレは将来こんな町になんか絶対に住まないぞ！」と、涙を滲ませながら、悔しまぎれに堅く心に誓ったことを記憶している。
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駅の改札口から2階のバス停、タクシー乗り場へ向かうスロープ、それに身障者用のタクシーの降車スペースから駅へと向かう道路、この３箇所には必ず点字ブロックを敷設していただけるよう、 市の町づくり課には、声を大にして強く要望したい。

また、視覚障害者協会の会員や、我が家を訪れる高齢の方々の中には、「やはりタクシーの乗り降りは、今まで通りに駅のすぐ目の前で行えた方が便利だし安心できる。」と言った声が根強く存在している。さらにバス会社へ問い合わせてみたところ、視覚障害者や高齢者とバスとの接触事故などは今のところ起きていない。ただ、「歩道が狭い」「渡る所がない」「車いすが通れない」といった声が寄せられていて、その都度、市の町づくり課へは報告しているとのことだった。

人に優しい町づくり、日本屈指の観光都市熱海を目指すならば、市はもっとそうした声に耳を傾けるべきではないか・・・。大勢の人々が行き交う昼下がりの熱海駅構内で、ヘルパーさんたちと談笑しながら、取り留めもなくそんなことを考え続けていた。
追伸： 以下はその後こちらでまとめた要望項目です。さて、これをどのような形で、どこに出したらよいのか・・・。現在思案中！
１．駅の改札口から２階のバス停、タクシー乗り場へ向かうスロープ、 そ[image: image14.png]s
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れに身障者用のタクシーの降車スペースから駅へと向かう道路、このⅢ箇所には必ず点字ブロックを敷設していただけるよう、切にお願いいたします。 

２．バスターミナルを誰もが安全かつ安心して利用できるよう、車いすでも十分に通ることのできるゆとりある歩行者炉の確保、横断歩道の設置と、それが視覚障害者にもはっきりとわかるよう、エスコートゾーンによる誘導といった対策をお願いします。
３．もしも可能ならば、タクシーの乗り場とその降車場を従来の形に戻していただくか、あるいは身障者や高齢者用に、その乗降スペースを改札口の正面付近に数台分、確保していただけるよう要望します。

４．上記を検討するに当たっては、日本屈指の観光地である熱海を訪れる様々な立場・状況にある観光客に合わせ、より幅広い市民からのモニタリング・ヒアリングを実施して、よりバリアフリー・よりユニバーサルデザインな町作りが実現するよう要望します。 

 　上記の4点についてご検討いただき、ご回答いただけますようよろしくお願いいたします。

因みに現在熱海駅は改築工事中！まあ、もう少し使いやすいようにはなるはずですが・・・。でも、すべてが出来上がってしまってからでは[image: image15.png]


もう遅いので、今のうちに要望などは出しておいた方がよいと思っています。

支援センターのご紹介

 支援センター　土居由知
この４月で５年目を迎えた「静岡県視覚障害支援センター」ですが、職員体制が変更になったのを機会に、紙面を頂戴して、改めてセンターをご紹介させていただきご利用をお願いする次第です。

まず、センターの機能について紹介します。私たちは４つの業務とよく言っているのですが、１：各種相談、２：訓練窓口、３：情報提供、４：啓発活動、にまとめることができます。
「各種相談」は、この支援センターの中心業務です。見えない・見えにくい人たちの拠りどころとして、また何かを必要とした時などに、気軽に連絡していただけるような、そんなセンターを目指しています。センターにさえ連絡すれば、その先の何かに結びつく、そのための相談と位置付けています。「訓練窓口」は、利用者のニーズをお聞きしながらさまざまな県の訓練事業をお勧めする、いわゆるコーディネート業務です。　　[image: image16.png]


県で行っている訓練は、東部、中部、西部３地区で行っている通所リハ教室、指導員が訪問して訓練を行う在宅リハ、１泊から２泊で集中して訓練する宿泊リハなどがあります。内容も幅が広く、歩行、点字、ローヴィジョン（拡大読書機などの使い方）、IT機器（携帯電話やプレクストークなど）・ソフト（高知系）、日常生活（調理など）、そして相談に対応しています。
「情報提供」は、関係団体・機関から寄せられる情報をメール配信したり、皆さんから寄せられる問い合せにお答えしたりしています。メール配信を受けるためには、こちらにアドレスを登録していただく必要があります。いつでも受け付けていますので、ぜひご利用ください。
「啓発活動」は、小学生向けの福祉授業を担当したり、その他視覚障害や情報保証といったことについてお話ししたり、企画を立てたりしています。

次に職員体制の変更についてです。センター開設当初から訓練担当として勤務していた歩行訓練士が退職しました。本来ならば、後任についても有資格者を迎えるところなのですが、諸事情により、それはかないませんでした。ただ、念願であった女性相談員を採用し、幅を広げることに繋がるものと考えています。
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なお、歩行訓練に関する相談や体験については、月２回行っている土曜サロンでお受けしています。歩行訓練士が待機していますので、どうぞ予約の上ご利用ください。

以上、かんたんにセンターをご紹介しましたが、ぜひ、さまざまな形で利用していただければと思いますので、お気軽にお電話やメール、来所していただければ幸いです。 

 ●静岡県視覚障害支援センター

 〒420-0856　 静岡県静岡市葵区駿府町1-70

 総合社会福祉会館（シズウエル）2F点字図書館内

 ホームページ：http://shizuten.jp

 メール：shikaku-center@shizuten.jp

 電話：054-253-8180

 ●開館時間

 月曜～金曜：午前９時～午後５時
第２／第４土曜：午後１時～午後５時
事務局からのお知らせ

①　夏期休暇について
８月１４日（水）から１６日（金）まで、事務所をお休みとさせていただきます。会員の皆様には大変ご迷惑をお掛け致しますが、ご了承いただきますようお願いいたします。
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②宅間葉子(たくまようこ)コンサート

昨年のコミュニティ静岡２１で、あの感動のラテンボーカルを聞かせてくれた宅間葉子さんのコンサートが開かれます。

 日時：８月２４日（土）

 時間：午後2時半開演

 場所：あざれあ
 入場料：４０００円

 詳細は、 佐野順子（さのよしこ） 電話 090-7693-4213にお問い合わせください。

編集後記

早めの入梅宣言を聞きましたが、それほどに雨が降らないようです。とは言え、長い梅雨を終えた後の猛暑を想像すると、今の梅雨らしくない日々はありがたいのかも知れません。原稿が思うように集められず、編集が遅れてしまい、編集人の手際の悪さを反省します。
今号の熱海支部の状況を教えていただいた記事のように、支部長様方には、是非支部の運動等に関する記事をお寄せいただけないでしょうか。運動のあり方の具体的な参考になり、県視協通信の発行意義も高まるこ[image: image19.png]


とと思います。

うっとうしい時期、元気に乗り切って行きましょう。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　伊藤定善
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